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１．概要（Summary） 

近年マイクロ流路を用いた細胞評価試験の研究が進め

られている．本研究では，マイクロ流路内の細胞に対して，

静水圧による周期的加圧試験を実施し，加圧の有無によ

る細胞挙動の観察試験を実施した． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

LED描画システム（“PLS-1010”） 

マスクアライナー（“MA-10”） 

【実験方法】 

マイクロ流体チップの製作には，LED 描画装置，マス

クアライナー等を用いて Si基板上の SU-8レジストをパタ

ーニング，その後 PDMSで型取りすることにより製作した．

実験システムはマイクロ流体チップ，顕微鏡，チップ内へ

の加圧を実施するための，コンプレッサ，レギュレータ，イ

ンキュベータ，圧力センサ，ならびに細胞観察用カメラと

制御用 PCから構成した（Fig. 1）．今回は対象物としてヒ

ト平滑筋細胞を用いて実験を行った． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

細胞を流路内に保持し，流路チップ内への加圧条件と

して，0.002 Hzで 180 kPa と 110 kPaの周期的加圧を

印加した．播種直後の細胞輪郭を画像解析し，細胞ごと

の面積を抽出し，加圧した場合（赤）と加圧しない場合

（青）でプロットした（Fig. 2）．図からわかるように，加圧し

た場合（赤）は 3600 秒まで面積が上昇し続けているのに

対し，加圧しない場合（青）は一定の面積まで増加した後，

横ばいになっていることが確認できた．加圧することで弾

性に優れた細胞シートの製作が既に報告されているが，

この先行研究では 10 日かけて培養したものであり，今回

の結果からわずか 1 時間で細胞に違いが生じていること

が確認できた．個々の細胞サイズの増加が細胞内部のス

トレスファイバー等の成長に寄与したと考えている． 
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Fig. 1 The experimental system 

 

 
Fig. 2 The growth of the projected area with respect 

to time, where the cell groups with and without 

periodic hydrostatic pressure are indicated by red 

and blue marks, respectively. 


